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からこの病院内にウィーン大学附属病院が併設され、そこで教育・研究がなされたのである。病院の医師の多くが、ウィーン大学医学部教授であり、講師や助手であった。しかし、総合病院が大学附属病院を兼ねていたわけではない。一つの 内に二つの組織が並立していたのである。その事情をフロイトが説明する箇所が『婚約書簡』にある。
見習医となって二ヶ月ほど経った八二年一〇月五日付で、フロイト
はウィーン大学医学部教授ノートナーゲル（一八四一年〜一九〇五年）の私邸を訪れたときのことを報告する。ノートナーゲルは高名な内科医であるとともに、研究者としてもすぐれた業績があり、その はノートナーゲル症候群などとして現在の医学に伝わる。ノートナ ゲルがイエナからウィーンに赴任して たのは八二年の冬学期 、教授就任記念講義は同年一〇月一六日 行われ
⑶
 。つまり、フロイトはウィー
ンに転居して間もないノ トナーゲルを訪ねた である。フロイトは医学部教授マ ネルト（ 八三三年〜一八九二年） 紹介状を携えていた。フロイトはノートナーゲルの助手となることを望ん いた それはフロイトにとって収入を得る手段でもあり、 「生存 めの闘争」（B
b.1. S.366 ） だった。この大教授と言葉を交わしたことにフロイトは
たいへん感激し ようで、マルタにそのときの模様を詳 く書き送っている。フロイトが、ノートナーゲル 向かって、自分は「総合病院の見習医」 （
B








































b.1. S.375 ） 、医学部を改革し、
とりわけ若手の医師の教育を刷新しようと努力していた かもしれない。しかし、 給与についてはフロイトの願ったようにはならなかった。有給となるのは翌八三年に医局員に出世 てからである。二、ヘルマン・ノートナーゲル
ノートナーゲルは日本の医学の発展にも寄与した偉大な学者である。


































































ノートナーゲルは「僕ら 運命を決めること できる男」 （
E
bd. ）でも
あった。実際、ノートナーゲルはこれ以降フロイトの人生において大きな役割を演じることになる。フロイトはその助力があって私講師なり、さらに教授就任の際 もノ トナーゲルの後ろ盾 た。しかし、それはまだ相当のち ことである（私講師就任一八八五年、教授就任一九〇二年） 。三、見習医から医局員へ
見習医フロイトに話を戻そう。先述のとおりフロイトは最初に第三


























て始末に困ったという笑い話も出たという。フロイト 当時の医師たちの常識の範囲内でそれなりの仲間づきあ を ていたのである。ただし、 フロイトは外科 「医長（
C
hefarzt ） 」の名は一度も挙げていない。





























れたのである。そして、その上司とな たのはマイネルトだイネルト もとでフロイトは見習 から医局員へ出世し、 じめて給
















     
忠実なる僕
　　　







書簡』で詳しく 語られてい 。しかし、何より有給の医局員に昇進することが先決であったのだろうと推測される。医局員のポストが空けば、そ に就くことを最優先にせねばならないのが当時のフロイトの経済状態だった。また、その頃 フロイトが脳解剖学を志していたことがマイネルトに向かわせた理由で あっただろう。フロイトを医局員として採用したマイネルトは 脳解剖学者として、精神科医として世界的な名声を博 ていた。その業績は今なお医学史に刻まれている。マイネルトの存在によって、ウィーン大学はヨーロッパ おける脳科学研究の拠点 なってい 。四、テオドール・マイネルト
マイネルトは、フロイトに対してノートナーゲル以上に強い影響を
及ぼした人物である。フロイト 最初の著書『失語把握のために』には「批判的研究」という副題が付されている。そして、その「批判」








両親とともにウィーンに移り、一八九二年に死去するまでそこで暮らした。ウィーン大学で医学を専攻し、その後、 七〇 同大学医学部員外教授、七三年に正教授となった。員外教授就任と同時 、総合病院に新 に設置された精神科の医局長にも任命された。ウィーン大学教授としては脳解剖学と精神医学 研究、教育に従事し、また病院では精神科の医師として治療に ずさわっていた。当時は、脳科学も精神医学も黎明期にあり、二つの領域は未分化だ というより、神経の病気、脳病として精神病が把握され始めた時期 のである。脳解剖学者としてのマイネルトの業績は「 基底核」 「マイネルト束」 、 「マイネルト交連」といった術語として、現代医学 伝えられている。
マイネルトの父親は作家、 文芸評論家で、 また、 娘のドーラ（一八七〇













一八八四年） 、長女ドーラともう一人の娘が生まれた ドーラによれば、ヨハンナは妻として母として家族に愛を注ぎ、また、さまざまな社会活動に携わった。一八七三年の恐慌の際には、路頭に迷う女性 ちを扶助しようと「ウィーン主婦協会」を設立し、その会長となった
⒆
 。マ



















神的に不安定なところがあった少年だった だろう。その反面、音楽的な才能 恵まれ、子ども 頃からベートーヴェンを演奏し、即興演奏で人々を魅了したばかりではなく 作曲をすることもできた

 。当然、
父の愛息であった。 その息 が一六歳で急死したのである。 ドーラは 「何年にもわたる悲嘆に満ちた苦悩を経て ようやく は回復 きた

 」と
書く。そんななかに ても、マイネルト 精力的に脳科学者 しての活動を続けた である。しかし 悲劇 さらに続 。再婚で生まれた娘クリスティーネが八歳で死んだのである（九二年二月） 。マイネルトはもはや耐えきれなかったのだろう。その三ヶ月後、マイネルトは心臓病で世を去る。五八歳であった
フロイトがマイネルトの医局員となったのは、マイネルトが再婚し







どうかについては留保するような言い方をしているが─「脳解剖学者」であり、 「精神科医」としてのマイネルトを評価していたのではなかった。この時点でのフロイトの関心は精神医学ではなく、むしろ脳解剖学にあった。フロイトはプレパラート作製法の研究に熱中していた。マルタ は「新生児の脳を徹底的に解剖してやろう」 （
B
d.1. S.487 ）と
思っているなどと、恋人宛の手紙には似つかわしくは さそう ことを書き送っている（八三年七月二日付） 。フロイトにとってはマイネルトの実験室で標本作製に取り組めることが重要なことだった。しかし、医学史研究者ヒルシュミュラーによれば、マイネルト自身にとって「その研究の中心にあったのは、神経解剖学的な方法を精神医学の臨床にとって実り多いものにしようとす 試み

 」であった。この時代に脳の
機能がわずかながら 明らかになり 脳の病気として精神病が把握され始めたのである。そして、マイネ トは 科学 知見を 医学応用しようとした。マイネルトによれば、たとえば大脳皮質に多量の血液が供給されれば幸福感が生じ、逆に血液の供給が減少すると悲哀の感情が生じるという。そして、過剰な血液供給が長期間にわた躁が、その不足が続くと鬱が発症するというのである

 。もちろん脳内
の血液の過不足で精神病を説明する、こ よう 学説は現代医学の定説とは相容れない。しかし、脳内の何ら の異常が精神病を惹き起こすという把握は根本原理として現代精神医学に継承される。とい よ


















































S.145 ） 、それに従えば、一〇、 〇〇〇マルクは六、 〇〇〇グルデンにあ








ensch ） 」 （
B
d.2. S.393 ）と呼び、
実際のべつ金銭のことを話題にしている。 二 一 月二二日付 手紙には一週間の出費報告が載せられている。 「僕は浪費家なので、監視してもらわねばなら いのです」 （
B




マルタにとっては「監視」といっても心配が増え ばかり 、なすすべはないのだから、 幸いにも」と言うべきだろうが 週間出費報告の
提出は実現しなかった。
週間出費を報告する八二年一一月と言えば、見習医で無給の時期で
ある。表には収入の欄はない。まだ、父の援助を受けていたのである。この出費表によると、毎日の昼食代が六〇〜七六クロイツァー（一グルデン＝一〇〇クロイツァー） 。日曜日に昼食 出費がないのは家族食事をするからだろう。また 葉巻を買っており、一一月一四日に葉巻に使った二六クロイツァーについて、 「多すぎて有害」 （
E
bd. ）
















































デンとあるのは、ここで言われる「ある富豪」からハンマーシュラークに渡った金だろう。ハンマーシュラークはフロイトに向かって、自ら「若い頃に極貧を経験したの 、金持ちから支援しても うことを恥とは思っていない」 （
E
bd. ）とつねづね語っていたという。そんなこ
























期間はあったが、それを除けば総合病院を退職 てパリに留学するまでの二年四ヶ月ほどのあいだ、フロイト 月給三〇グルデンの医局員を務めていた。さらに収入源として 、医学生相手の家庭教師の代金、書評や論文 原稿料があり、そして、ブ アーからの借金─毎月五〇グルデン─が続いた。こうした経済状況のなかで、フロイトは医師としての修行に勤しみつつ、ま マイネルトの実験室でプレパラート作製の研究に、またのちにはコカイン研究に熱中する。フロイトにとっての正義は学問研究であり、それによって、良くも悪くも借金は正当化されたのである。 「金持 から支援してもらうことを恥とは思っていない」というハンマーシュラークの言葉 フロイトにとって意味をもちえたのは、支援が研究生活 成り立たせていたからだ。研究結婚がフロイト 心を占めていた。しかし、両者を経済的 自力 実現させる方策は見いだせなかった。フロイトにとって結婚生活はま
まだ先延ばしにせざるをえなかったのである。六、医局員フロイト
フロイトがマイネルトのもとで医局員を務めたのは五ヶ月にすぎな
い。八三年一〇月一日にツァイスル（一八一七年〜一八八四年）のもとに移ったのである。ツァイスル教授は梅毒治療の専門家として世界的に知られていた。移籍したのは、マイネルトとの折り合いが悪くなったからでも、とくにツァイスルに惹かれたからでもなかった。フロイトはブロイアー 自分の将来についてこんな相談をもちかけたという（八三年九月一九日付） 。自分がほんとうに関心があるのは 「神経病理学」（B
d.2. S.262 ）だが、それだけにこだわっていてはマルタをいつまで待






れた。ドイツ語圏では現在でも、 体調を崩せば町の一般医の診察を受けさらに必要があれば、そこで紹介された専門医で受診するのが通常である。フロイトの念頭にあっ のは うした開業医だった。ブロイ ーと話をしたのが一八日で、その翌日、マルタ 手紙を書く前にフロイトはさっそく病院長のところに行って自分の望みを伝えている。そして、病院長の提案に従ってツァ スル 科へ 移籍を決め、さらに空きができしだい、神経科に移る いう話を決め という。神経科のの










今後の研修の展望を告げるととも 、 「マイネルトの実験室と 縁は切らないし、そこから講師職を狙っ 頑張ります」 （
E
bd. ）と述べてい
る。医局は離れても、 マイネルトはフロイトにとって大事 存在だった研究者としてキャリアを積むにはマイネルトの実験室がどうしても必要だったのである。フロイトが情熱 注いでいた は 神経病理学研究の基盤とな 脳の顕微鏡研究であり、また れ 成り立たせるプレパラート作製の新技法だった。八三年七月一一日の手紙では「ぼくは脳解剖学とその方法で頭をいっぱいにしています」 （
B
d.1. S.519 ） と書く。






















はここにはない。マイネルト 患者には、精神病者や神経症者が入り交じっていただろう そのなかには対話可能な者も不能な者もいたろうが、フロイトも含めて患者と対話を試みようとする医師 いなかった。当時はまだそうした発想がなかった である。患者 「狂人」で、「愚者」でしかなかった。精神病者はいまだ人間扱いされていなかった。精神病についても神経症についても医療面で 理解は行き届かず、マイネルトに限らず、誰も有効な治療法を開発してはいなかっ のである。そもそもフロイトにとってマイネルトは「凡庸 精神科医」でしかなかった。マイネルトが脳解剖学と精神医学の橋渡 を試みた最初の学者であり、そのことにより現代精神医学の礎を築い という歴史的な功績があったにせよ、精神科医として実際に精神病を治療することはできなかった。そうした精神医学にフロイトは情熱を注げなかっ







































raz 1978, S. 314.
⑷













 下坂幸三は 『世界大百科事典』 （平凡社） の 「フロイト」 の項で病院名を 「ウィーン大学付
ママ
属病院」 とし、 「日本の翻訳書はすべて 〈一般病院〉 または 〈総合病院〉 と直訳し


































S.242 ） と書かれている （八三年九月一五日付） 。
⒁
 ノートナーゲル 「もし外科でポストを得る見込みがあるなら、それを蹴るようなことをしてはいけない」 （
B
d.1. S.368 ）とフロイトに言ったのだが、フロイトは















































, edition diskord, 
T




















































































öttingen 2012, S. 163.

 ウィーン大学教授で、外科医であったビル ー には「一八六八年」に「個人診療で」 「およそ一万四千グルデン以上」 の収入があったという （ディートマル・グリーザー 『 、我が心の故郷』 、平田達治・友田一夫訳、二〇一五年、大修館書店、二〇五頁） 。

 出費として、葉巻に 「毎日二五クロイツァー」 、合計 「四グルデン」 とあるので、このことからすると一六日分ということになる。また、 「一日二度のカフェ」 が 「四〇クロイツァー」 で その合計が 「約七グルデン」 とあるので、単純 計算すると （
700
÷























ain, S. 243 ） 。
